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A  Study  on  the  Life  and  Achievements  by  Tokusaburo  Hachihama,
the  Pioneer  of  Employment  Exchange
Michiko  HIGUCHI
　Tokusaburo  Hachihama  was  born  at  Kasaoka-cho,  Oda-gun  in  Bitchu-koku  （now,  Kasaoka
City,  Okayama  Prefecture）  in  1871  （ Meiji  4）.  After  he  worked  at  a  cocoonery  laboratory
as  a  student,  and  learned  its  technical  skills,  he  came  back  to  his  native  town  and  took  an
active  part  in  a  learning  school  as  an  instructor.  Just  then,  a  church  was  built  in  Kasaoka
City  and  there  he  was  baptized  at  the  age  of  21  and  he  entered  the  special  course  of  divinity
at  Doshisha  University  at  the  age  of  23.  After  many  turns  and  twists,  he  understood  the
Christian  truth.While  Hachihama  had  close  contacts  with  Kosuke  Tomeoka  from  the  same
town,    he  issued  Kiristokyo  Shinbun  and  made  a  survey  of  indigent  people  as  a  part-time
employee  of  the  Ministryof  Home  Affairs.
　In  1909  （Meiji  42）  the  New  York  State  employment  agency  was  established  and  in
England  the  first  Labor  Exchane  Law  was  proclaimed.  At  the  same  time  in  Japan,  Tokusaburo
established  the  social  welfare  home  at  the  age  of  39  during  his  mission  work  as  a  minister.
He  set  to  social  work  giving  employment  and  emp1oyment  reference  for  jobless  persons
coming  to  the  church.At  this  time  he  built  up  the  foundation  of  his  social  worker  as  a
philanthropist.
　After  that  he  engaged  in  the  Osaka  Municipal  employment  agency  as  a  part-time  emp1oyee
and  then  he  followed  the  public  and  private  employment  agencies.  And  also  he  took  part  in
the  establishment  of  social  work  and  the  guidance  of  the  unemployed  workers.
　In  the  first  half  of  his  lifetime  he  worked  as  a  minister  and  in  the  latter  half  as  a  social
enterpriser.  He  saw  the  lower-class  poverty  with  his  own  eye  and  tried  to  find  a  sure  means
of  living  for  a  lot  of  people,  saying“There  is  no  social  work  without  religious  morals.”from
a  humanitarian  standpoint  of  Christianity  and  as  a  social  reformer.

















































































































精神  ─  「職業紹介法施行拾年」（昭和８年３月刊）所























































































































































































































らも『基督教新聞』675号 1896（明治 29）年７月 10日
岡山県津山において基督教の伝道を行っている。『基督
教新聞』712号1897（明治30）年４月９日によると「雑
報『舞子濱教役者會記事』─  第 24報  ─  として３月
30日時懇談会　題『教役者の自修』「…八濱徳三郎は青
年傅道師としての決心を語り…」と伝道中の姿をみる















































































































































している。３男弘和（明治 37年 12月 11日出生・38年


































































































































































































































































































































































る。1937（昭和 22）年 11月 10日東京阿佐ヶ谷の自宅
において静かに安らかに永遠の眠についた、76歳。（22）
東の豊原の４年後、八濱も 1941（昭和 26）年 10月 22
日同じ秋に不帰の客となっている。


































































































































































































































































































































































　　長男義和氏により「昭和 26年 10月 22日（81才）
　　長男義和氏宅にて老衰のため死す」と付記され、長
































































¡8　山野光雄：灯をかかげた人々（第 16号）─  職業








™0　山野光雄：灯をかかげた人々（第 16号）─  職業

































































・中条明子：八浜徳三郎  ─  その社会事業思想、聖母
女子短期大学児童教育学科研究紀要第４輯、聖母女
子短期大学、1977
資　　料
年譜に添った八濱徳三郎の職歴
明治45年１月　　　財団法人大阪職業紹介所主に就任
す。
大正３年12月　　　財団法人天満職業紹介所を設立し
常務理事に選任せらる（44才）
大正５年　　　　　財団法人大正労働紹介所を設立し
理事に選任せらる（46才）
樋　口　美智子
－76－
大正６年　　　　　財団法人大阪少年ホームを設立し
幹事兼主任に選任せらる（47才）
大正８年２月　　　財団法人大阪職業紹介所常務理事
に選任せらる（49才）
　　　　２月　　　現職のまま大阪市救済事務（後に
社会事務と改称す）嘱託を命ぜら
れ紹介係主任を兼務す
大正９年７月　　　財団法人協調会嘱託を命ぜられ職
業紹介事業の普及のため各地を巡
回講演す（50歳）
大正10年７月　　　職業紹介法執行に依り大阪職業紹
介所長に任ぜられる（51歳）
大正11年　　　　　大阪市社会事務嘱託を辞す（52歳）
大正12年　　　　　大阪職業補導会主事を命ぜられ短
期技術講習、公設質、賃銀立換払
を主管す（53歳）
大正15年３月　　　大阪地方職業紹介委員会委員を命
ぜられる（55歳）
　　　　10月　　　大阪府失業防止会委員を命ぜらる
昭和３年11月10日　社会事業切労者として内務大臣よ
り表彰状並に銀杯を下付せらる。
　　　　11月16日　大饗第一日の御儀行はせらるに当
たり大阪府饗せん場に於いて響せ
んを賜り記念品を下贈せらる
昭和４年２月14日　大阪府御礼記念社会事業、大阪労
働共励館の経営を委嘱せられ同館
長命ぜられる（59歳）
　　　　６月４日　大阪府庁にて天皇陛下に拝謁仰付
らる
　　　　11月10日　新宿御苑観菊御会に御召を受く
昭和６年11月３日　職業紹介法施行満十年に際し内務
大臣より表彰状並に謝状を受く
昭和６年12月10日　大阪府社会事業統制委員会委員を
命ぜらる（61才）
昭和７年11月12日　陸軍特別大演習統監の為め天皇陛
下大阪府に御駐在の切畏くも大阪
労働共励館に待従御差遣の栄光に
浴す
　　　　11月14日　歩兵第八隊営にて贈の宰事をあげ
させらるるに当たり社会事業功者
として表彰状並に金牌を贈られる
（65才）
昭和11年９月　　　満州国社会事業大会開催に際し同
会指導員として出張し、奉天、新
京、ハルピン、撫順、大連等の各
地を視察し帰途朝鮮に立寄り平
攘、京城その他を視察し且つ金剛
山を遊覧せり。
昭和13年２月13日　恩贈財団慶福会総裁大勲位載仁親
王殿下より30年以上私設社会事業
に従事し民象福祉の増進に寄与し
たる事らざるのを次て表彰状並に
金200円を贈呈
昭和13年12月　　　職業紹介所国営実施につき財団法
人天満職業紹介所解散せる為同常
務理事を辞す（68歳）
昭和14年４月１日　職業紹介事業国営実施せされたる
に依り財団法人大阪職業紹介所は
職業紹介事業を廃止すると共にそ
の名称を財団法人恵比須会館と改
めもっぱら宿泊事業を経営するこ
ととなりたるた同所長兼常務理事
を辞任し同館顧問に推挙せらる。
（69歳）
昭和15年３月31日　大阪労働共励館大阪府に移管され
るに付き同館長を辞任（74歳）
　　　　10月10日　厚生大臣より多年社会事業に従事
しその功績顕著なるをもって表彰
状並に紀元二六〇〇年にあたり聖
徳太子御像を贈られる。
　　　　10月10日　紀元二六〇〇年記念社会事業大会
会長より多年社会事業に従事し社
会福祉の増進に貢献する所からざ
るこれをもって同大会総裁大勲位
宣仁親王殿下の帝允もとにより表
彰状並に功労賞を贈らる
　　　　10月10日　大勲位寛仁親王殿下宮邸のお茶会
に社会事業功労者として召を受
く。
